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はしがき 

 

和歌山大学観光学部における「地域インターンシッププログラム（LIP）」の取り組み

は、2008 年度に開始されて以降、これまでに 166 件のプログラムが実施され、延べ 1800

人以上の学生が地域での様々な活動を通じた実践的な学びの機会を得ています。現地を

訪れ、地域の方々とともに課題に取り組むなど密度の濃い交流を続けた結果、なかには

数年にわたる継続的なプログラムに発展する活動もみられるようになりました。学生の

受け入れやプログラムの実施にご尽力いただいている地方自治体や関係諸団体の皆様

のご支援とご協力に心から感謝を申し上げる次第です。 

さて本学部は、「観光経営」「地域再生」「観光文化」の 3 つの基本領域を軸として、

これらの領域を融合的かつ横断的に学ぶカリキュラムに取り組んでいます。本カリキュ

ラムにおいては、高度な専門性と現場での創造的実践力を獲得することを目標に、国際

性を養う教育と国内外の地域の諸課題に向き合う実践型教育を重視しています。地域に

関わり現場で起きている事柄を身をもって学ぶことができる LIP は、観光学部の実践型

教育の一翼を担う取り組みとして重要な位置を占めています。 

2020 年度以降は新型コロナウイルスが世界的に猛威を振るう中で、LIP においてオ

ンラインでの活動を中心とせざるを得ない状況となりました。同年 8 月には「観光学部

地域インターンシッププログラム（LIP）における学外研修活動および対面での活動に

関するガイドライン」を策定し、2021 年度においても地域内外の感染状況を見極め、

十分な対策を講じた上で、可能な範囲での学外研修活動を実施してまいりました。こう

した取り組みにご理解・ご協力いただいた行政、受け入れ団体をはじめとする地域の関

係者の皆様に、心より御礼申し上げます。 

2022 年度からは、これまでの LIP の成果と経験を活かしつつ、さらに質の高い地域

連携活動を持続的に展開するため、「地域連携プログラム（LPP）」として枠組みを再編

し、再出発する予定です。今後とも、本学部の地域連携活動に一層のご支援ご協力を賜

りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

2022 年 3 月 

和歌山大学観光学部 

地域連携委員会 永瀬節治
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１．LIP の概要とこれまでの歩み 

 

１）LIP の概要 

 和歌山大学観光学部では、和歌山県内及び大阪南部の市町村などの協力のもと、地域が

抱える課題を地域住民とともに発見し、その解決方法を考える「地域インターンシッププ

ログラム」（通称：LIP1）を実施している。本プログラムは、地域活性化に関心をもつ学生

が、現地に足を運び、地域住民と連携することによって地域の課題や調査活動に取り組む

もので、「学生と地域を活性化したい」、「地域の魅力を発見したい」といった地域からの

提案を受け、毎年複数の活動を実施している。 

LIP に参加する学生は、学内の事前学習や現地視察を通して地域の実情を学び、さらに

は現地調査や地域住民との交流、イベントの企画運営などを通じて、それぞれの地域の真

の魅力や課題と向き合っていく。具体的なプログラムとしては、観光施設の職員や利用者

への聞き取り、宿泊施設や農家民泊のモニター、集客イベントの企画運営、観光資源調査

やマップ作成、就業体験などに取り組んできた。 

「この地域にはどのような観光資源があるか」、「埋れている観光資源はないか」、「観光

資源が有効に活用されているか」、「どうすれば地域が元気になるか」。こうした課題に対

して、地域住民は生活者の視点から、学生は「ヨソ者」の視点から意見を出し合い、とも

に活動をしていく。このような対話や活動が、双方にとって新たな気づきの機会となるこ

ともこのプログラムの特徴である。 

LIP は、こうした相互作用を通じて、地域住民は「ヨソ者」の力を活かしながらより自

立的なまちづくり活動を行う力を、そして学生は地域住民の思いを理解しつつ、地域活性

化の方法を提案できる力を養い、地域を支える人材として活躍することを目指している。 

上記の趣旨を踏まえ、本プログラムは、学生が「地域の方々と交流を図りながら、観光

振興や地域再生の実践を現場で学ぶ」ことができる内容を含むことを実施の要件としてい

る2。 

なお、LIP には、和歌山県内及び大阪南部の市町村など、地域から学生が地域再生や観

光振興の現場を体験できるプログラムを公募する「公募タイプ」と、観光学部の専任教員

が、地方公共団体などとの共同研究を通じた連携のもとにプログラムを申請する「申請タ

イプ」の 2 タイプがある。 

 

＊2022 年より、LIP は「地域連携プログラム（Local Partnership Program: LPP」として

内容を再編し、再出発する予定です。詳細は観光学部ホームページをご参照ください。 

                                                   
1 2011 年に RIP（Regional Internship Program）から LIP（Local Internship Program）に改

称。 
2 LIP は 2012 年度より単位として認定されている。単位取得のためには事前事後学習を含めて

30 時間以上の活動が求められ、活動時間に応じて、「基礎自主演習」または「プロジェクト自

主演習」の単位が認定される。 
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２）データでみる LIP の歩み 

 観光学部で実施している LIP は 2021 年度で開始 14 年目を迎えた。ここでは、これまで

の LIP の歩みについて、データをもとに示していく。 

 

 表１は、2008 年度以降の年度別実施プログラム数を示している。年度ごとのプログラム

数にはばらつきがあり、最多 21 件（2016・2021 年度）、最少 3 件（2010 年度）となって

いる。2011 年度からは、観光学部専任教員からの申請により実施される申請タイプが創設

され、プログラム数が安定するとともに幅広い活動が可能となっている。 

 

表１ 年度別プログラム数 

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 合計 

6 8 3 
4 

(1) 

11 

(5) 

5 

(2) 

10 

(3) 

15 

(6) 

21 

(7) 

19 

(4) 

13 

(3) 

14 

(4) 

16 

(3) 

21 

(3) 

166 

(41) 

※カッコ内は申請タイプのプログラム内数 

 

 次に、図１は年度別の参加学生数を示している。参加学生延べ人数は、2014 年に 100

名、2016 年には 200 名を超えるなど、増加している。これは、実施プログラム数が増加

したとともに、プログラムあたりの定員規模の拡大が起因していると考えられる。ただ

し、全プログラムが一様に拡大傾向を示しているわけではなく、現状では、大規模のもの

と小規模のものが並存する状態にある（2021 年度は最少 1 名、最大 32 名）。この点は、

プログラムの内容など、地域の課題やニーズに即したかたちで活動が実施されていること

が影響している。 

 

 

図１ 年度別参加学生数 
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表 2 に示した通り、学年別の参加学生数は 1 回生がもっとも多い。低学年次から地域で

の活動に関心を持ち、積極的に地域と関わりたいと考える学生が多いことを示している。

このような傾向は近年みられるようになったもので、図 2 のように、プログラム創設初期

は 2、3 回生の参加が中心であった。 

また、4 回生の参加者がみられるようになったことも近年の特徴である。これは、単年

度のプログラムではなく、同様の地域において継続的に実施するプログラムが増加してい

ることが要因であると推察される。 

 

表２ 学年別参加学生数 

  
1 回生 2 回生 3 回生 4 回生 

延べ人数 1,881 703 631 406 141 

実人数 1,713 669 569 343 132 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 学年別参加学生数の変遷（実人数ベース） 

 

次頁図 3 に示すのは、プログラムあたりの平均参加学生数である。先に述べた定員規模

の拡大によりプログラムあたりの平均参加学生数が増加傾向であったが、近年は小規模の

プログラムが実施されていることもあり、徐々に減少傾向にあった。2018 年度からは、定

員規模の大きいプログラムが複数みられたことで、プログラムあたりの平均参加学生数が

12～13 人前後で推移している。 
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図 3 プログラムあたりの平均参加学生数（延べ人数ベース） 

 

また、図 4 に示すように、プログラム数および定員規模が拡大したことにより 6 期生以

降、参加者数は飛躍的に増加している。特に 14、15 期生は来年度以降の参加が見込まれ

るため、この傾向はより顕著になると予測される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 期生ごとの参加者数の推移 

 

 以上のように、開始から 14 年が経過した本プログラムは、参加学生数ならびにプログ

ラム数が安定していることから、参加学生および地域からのニーズを汲み取った活動が展

開されているとみることができる。しかしながら、今後も継続的に本プログラムを実施す

るにあたっては、それぞれの取り組みの質の向上と学生自身が学びをより深めることがで

きるプログラムを提供することが求められている。 
 

（文責：観光学部 地域連携委員会） 
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２．2021 年度 LIP 活動報告 

 2021 年度は、21 プログラムが実施され、延べ 231 名の学生が地域で活動を行った。 

以下に示すのが今年度の実施プログラムの一覧である。 

 

No 地域名 テーマ 
参加 

学生数 

1 和歌山市 加太・磯の浦エリアにおける観光映像を活用した地域振興 23 

2 岩出市 道の駅「ねごろ歴史の丘」利用者調査及び利用促進企画 7 

3 紀の川市 紀の川スイーツの開発 13 

4 海南市 
交流・関係人口増を目指した 

エリア体験型観光コンテンツ開発 
6 

5 紀美野町 きみのげんきマップの作成 5 

6 紀美野町 地区×学生による観光・文化・交流情報発信と棚田の再生 16 

7 有田市 
箕島で暮らす多世代の住民による魅力再発見/ 

子どもまちづくりワークショップ 
8 

8 有田市 青みかん（摘果みかん）の価値を上げる 15 

9 広川町 
ツーギー谷のお花畑の活用を通した 

津木地域の活性化を考える 
17 

10 美浜町 アメリカ村の観光コンテンツの発掘及び情報発信 9 

11 田辺市 
「林業×地域」の再発見： 

森林・林業を活かした地域将来ビジョンづくり 
3 

12 那智勝浦町 

地域の文化や風習の体験から地域住民と触れ合い、 

地域・自分・社会のより良いあり方・つながり方を考える。 

興味関心に応じた地域のプログラムを通じて知見を深め、 

今後に繋がる価値の創出をめざす。 

1 

13 新宮市 新宮市高田区における観光モデルコースの造成 9 

14 和歌山県全域 
「紀の国わかやま文化祭２０２１」 

学生による文化の魅力発信 
7 

15 大阪府阪南市 
古代米を活用した商品開発、PR に関して。 

「古代米をおいしく食べる」 
4 

16 大阪府岸和田市 
港湾エリアにおける持続可能なまちづくり 

（岸和田港まつりの企画・運営） 
8 
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17 大阪府岸和田市 
景観資源活用による景観意識の向上と 

地域の賑わい・活性化への貢献 
4 

18 大阪府岸和田市 
岸和田市とアドベンチャーワールドが創る 

未来の Smile とは 
7 

19 ＊有田川町 学生との協働による棚田保全・集落支援活動 32 

20 
＊岩手県胆江地方

および和歌山県 

農村ワーキングホリデーを活用した都市農村交流の 

「鏡効果」と農村再生手法としての可能性の検証 
21 

21 
＊岡山県津山市 

および香川県坂出市 
瀬戸内カレッジ 2021 16 

※＊は申請タイプのプログラム  
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【地域の基礎データ】 

人口：354,708 人（令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：30.5％（令和 3 年 1 月 1 日現在） 

産業：製造業、農業、漁業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：23 名（1 回生：19 名、2 回生：4 名） 

活動期間：令和 3 年 5 月～ 

担当教員：木川剛志 

 

1．活動実施の経緯 

この活動では、和歌山市と南海電気鉄道株式会社と一緒に、加太さかな線プロジェクトを

応援しました。加太さかな線は住民にとっても大切な路線です。その路線をこれからも維持

するために、観光目的でも促進していきたい。そのために PR が必要なので、共同で使うハ

ッシュタグを考えたり、それを実際に使ってみたりしました。また、若者視点で観光資源や

魅力の発掘、またそれらを紹介する映像制作なども行なって加太さかな線を PR するという

計画でした。しかし、実際には多くの予定していたイベントが新型コロナウイルス拡大のた

めに中止となり、活動は限定的なものとなってしまいました。 

2．活動の内容 

 限られた回数のイベントへの参加となってしまいましたが、その一つとして磯ノ浦海水

浴場の朝の清掃活動に参加しました。これは南海電気鉄道株式会社の社員の方々が自主的

に行っている活動です。一緒に清掃し、海のプラスチックゴミの問題などを体験しました。

また、めでたい列車“かしら”の PR のために開催された海賊をテーマとしたコスプレ大会に

おいてもスタッフとして参加しました。これらの参加に加えて、沿線についてはそれぞれの

学生たちが自主的に調査し、その結果を「＃加太スタグラム」のハッシュタグで発信したり

しました。 

3．活動を通じて 

イベントを中心とした活動になる予定だったので、新型コロナウイルス拡大の影響を大

きく受けてしまい、ほとんどのイベントが中止となったため、成果は限定的でした。しかし、

この LIP は一回生も多かったので、彼ら自身が地域振興の意味を考える大切な機会にはな

りました。また、企業と自治体が共同で進行する事業に参加して、企業や自治体のスタイル

を勉強することもできました。 

和歌山県和歌山市 

加太・磯の浦エリアにおける 
観光映像を活用した地域振興 
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4．成果物（ポスター） 
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【地域の基礎データ】 

人口：54,113 人（令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：23.5％（令和 3 年 1 月 1 日現在） 

産業：製造業、農業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：7 名（1 回生：2 名、2 回生：5 名） 

活動期間：平成 30 年 5 月～ 

担当教員：永井隼人 

 

1．活動実施の経緯 

和歌山県岩出市は根来寺や和歌山県植物公園緑花センターなどを有し、また近年では道

の駅ねごろ歴史の丘を中心に観光振興に力を入れている。しかし、観光客の市内での滞在時

間が短いこと等が課題となっている。岩出市 LIP では 2019 年度から岩出市産業振興課、ね

ごろ歴史の丘管理協会と連携し、岩出市の抱える課題に取り組んでいる。2019 年度は道の

駅での利用者調査、スタンプラリーの開発を行った。2020 年度は新型コロナウィルス感染

症の影響もあり、オンラインでの活動（文献調査、事例研究、SNS 分析）を中心に、道の駅

での調査も実施した。2021 年度は、オンラインでの活動を継続しながら、道の駅の更なる

知名度の向上、利用者の増加を目指し、関係機関と連携しながら活動を行うこととなった。 

 

2．活動の内容 

まず、2020 年度に実施した SNS 分析の結果を学術的にまとめなおし、7 月に開催された

第 10 回観光学術学会学生ポスターセッションにて発表した。この発表は優秀賞を受賞とい

う評価をいただいた。年度後半は、SNS 分析の結果を踏まえ、観光 PR 動画の作成に向け

て、現地視察を含む活動を行った。新型コロナウィルス感染症の影響もあり、実際に動画の

作成までは行うことができなかったが、来年度も引き続き活動を行っていく予定である。 

 

3．活動を通じて 

昨年度に引き続き、今年度も新型コロナウィルス感染症拡大のため、現地での活動機会が

少なくなってしまったが、オンラインでの活動を継続するなど、道の駅をフィールドに活動

を継続することができた。またこのような状況下においても、参加学生は地域の方々と連携

しながら地域の課題を学ぶという貴重な経験を得ることが出来た。 

和歌山県岩出市 

道の駅「ねごろ歴史の丘」利用者調査 
及び利用促進企画 
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4．成果物（ポスター） 
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【地域の基礎データ】 

人口：58,269 人（令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：32.8％（令和 3 年 1 月 1 日現在） 

産 業：農業（桃・柿・キウイ・いちじく）など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：13 名（1 回生：5 名、2 回生：5 名、3 回生：3

名） 

活動期間：平成 30 年 5 月～ 

担当教員：竹田明弘 

 

1．活動実施の経緯 

 紀の川市は、県内屈指のフルーツ王国である。近年、これらの実績をふまえ、紀の川フル

ーツツーリズムというプロジェクトを立ち上げ、フルーツ王国として知名度を県内外に高

めるための活動を行っている。これら紀の川市の一連の活動を考慮し、本活動ではフルーツ

を使用したスイーツを開発することで、紀の川市に貢献することを目的として実施された。 
 

2．活動の内容 

 本活動は、参加希望した観光学部学生、紀の川市役所、協力店舗の３者の協力のもとで実

施したスイーツ開発活動である。本年は、和歌山電鐵株式会社(たまカフェ)、株式会社 藤

桃庵+近鉄百貨店 和歌山店、ブーランジェリーフルリール、ムリーノと共同でスイーツの

開発を実施した。また活動の成果として、たまカフェについては「恋みくじ付き、バニラシ

ェイク」を開発（4 月末発売）した。また、藤桃庵+近鉄百貨店 和歌山店とは共同で 2022

年度夏発売のお中元アイスを開発している。これについては、現在、5 種類の新開発アイス

+昨年度開発のキルシュ香るホワイトチョコとバニラ苺の 6 種類のパッケージを開発、パッ

ケージデザインについてもそれぞれ開発し、現在は最終確認の印刷段階。ブーランジェリー

フルリールについてはパン 6 種を 3 月末に発売予定で現在プロジェクト進行中、ムリーノ

については、4 月発売にむけてプロジェクト進行中である。 
 

3．活動を通じて 

 本年も COVID19 感染拡大による対面活動の制限という状況時もあり、必ずしも円滑な活

動を実施することは困難であった。また、今年度は近鉄百貨店との共同というこれまでの個

店だけでなく、企業を巻き込んだ活動になった。まだまだ継続中の活動も多いが、少しでも

地域に貢献できるようなスイーツを開発していきたい。 

和歌山県紀の川市 

紀の川スイーツの開発 
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4．成果物（ポスター） 
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【地域の基礎データ】 

人口：47,514 人（令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：36.6％（令和 3 年 1 月 1 日現在） 

産業：製造業、家庭日用品産業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：6 名（1 回生：3 名、2 回生：3 名） 

活動期間：令和 2 年６月～ 

担当教員：藤田武弘 

 

1．活動実施の経緯 

 下津町大崎地区に「げんき大崎館・かざまち」が設置（H27 年）されて以来、毎週土曜日

の「朝市（新鮮な地元農水産物と地元原料に拘った手作りのお惣菜等を販売）」や各種体験

交流イベントの開催など、地域内経済の循環をはじめ地区内外の住民にとって貴重な交流

の場を提供してきた。しかし、著しい高齢化の進行により、交流人口・関係人口を増やすこ

とが急務であるとの認識から、大学生など「よそ者・若者」の目線から地域の資源を再発見

することの必要を痛感し、LIP 参加学生と協働でのプロジェクトの立ち上げを企画した。 

 

2．活動の内容 

コロナ禍で学生の対面型での活動が大きく制約を受ける中、現地事務局（地域おこし協力

隊員）とのオンラインでのミーティングを積み重ね、コロナ収束後の域学連携活動の再開に

向けた観光学部学生を対象とした大崎地区の取り組みに対する認知度アンケート調査

（Web）を実施し、その結果を現地パネル展示等の手法で地域還元した。また、朝市等の訪

問客を対象とする地域資源の魅力に対するアンケート調査票（コロナ禍でも実施可能な留

め置き回収方式）を作成した。また、感染拡大が収束状況にあった秋口に現地訪問が実現し、

学生と地域住民との交流機会がようやく確保された。 

 

3．活動を通じて 

複数年度での活動提案とはいえ、コロナ禍により２年に及ぶ活動制約期間があったこと

の影響は大きい。オンラインでの意見交換を駆使して現地受入事務局との密度の濃い意見

交換が行われていることから、最終年度に向けた活動のまとめに期待したいところである。 

和歌山県海南市 

交流・関係人口増を目指した 
エリア体験型観光コンテンツ開発 
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4．成果物（ポスター） 
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【地域の基礎データ】 

人口：8,055 人（令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：47.1％（令和 3 年 1 月 1 日現在） 

産業：棕櫚製品製造業、農業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：5 名（2 回生：5 名） 

活動期間：平成 27 年 4 月～ 

担当教員：永瀬節治 

 

１．活動実施の経緯 

 紀美野町では、平成 27 年度より世代間交流の推進を目的として企画されたコミュニティ

カフェ「にこカフェ」の運営をテーマに取り組んできた LIP の後継プログラムとして、令和

2 年度より、地域住民に地域の強み・魅力を再度認識してもらい、地域ならではの情報を整

理し共有するツールとなる「きみのげんきマップ」の作成をテーマにした活動に取り組んで

いる。令和 3 年 1 月には住民を対象としたアンケート調査を行い、居住歴や町への愛着、

地域活動の認知度や参加状況、どんな地図があればいいか等について把握した。 

２．活動の内容 

 前期は昨年度実施したアンケート調査の結果の取りまとめ作業を行った。その後、半期で

担当教員が変更となったこともあり、引き継ぎとアンケート集計結果の報告も兼ねる形で、

9 月に受け入れ担当者との顔合わせを行なった。11 月には受け入れ担当者に車を用意して

いただき、町内の主要スポット等の現地訪問を行った。のかみふれあい公園や生石高原、近

年人気の古民家等を活用した飲食店等を見学するとともに、地域の高齢者の交流の場とな

っている地域サロンを訪問して参加者との交流を行うことができ、学生たちにとっても貴

重な経験となった。 

３．活動を通じて 

 昨年度からのコロナ禍の影響により現地での活動が制約される中で、今年度のメンバー

の中には一度も紀美野町に足を運べていない学生も見られたが、今年度は現地訪問や地域

の方々との交流の機会を設けたことで、学生たちが自ら地域資源の状況を把握し、実体験

に根ざしたマップの検討が行えるようになった。年明けにも別の地域サロンや飲食店等の

訪問を計画していたが、オミクロン株の急拡大により見合わせることとなった。 

来年度は引き続き情報収集や現地調査を進め、具体的なマップのイメージの検討も行い

ながら完成に向けて作業を進める予定である。 

和歌山県海草郡紀美野町 

きみのげんきマップの作成 
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4．成果物（ポスター） 
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【地域の基礎データ】 

人口：8,055 人（令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：47.1％（令和 3 年 1 月 1 日現在） 

産業：棕櫚製品製造業、農業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：16 名（1 回生：4 名、2 回生：5 名、3 回生：6 名、 

4 回生：1 名） 

活動期間：平成 30 年 4 月～ 

担当教員：佐野楓 

 

1．活動実施の経緯 

 2017 年度まで 6 年間に渡り、紀美野町の上神野地区で発動してきたこの LIP は、一昨年

から地域を新たに紀美野町の小川地区で活動を進めてきた。本 LIP は新しいメンバーを加

えて、2021 年 7 月に小川の郷づくり会さんと顔合わせをした後に、本格的に活動をスター

トした。しかし、今年度も新型コロナウィルスの影響で、小川地区の方々と参加学生の健康

と安全へ配慮し、オンライン活動を中心となり、現地でのフィールドワークを最小限にした。 

 

2．活動の内容 

 今年度の活動で重要視していたのは、地域との繋がりを再確認し、強くするというもの

であった。具体的に、①4 月 28 日棚田再生事業に伴う地域住民との共同作業（伐採樹木等

の除去作業）；②10 月 17 日の紀美野町中田地区の棚田再生と棚田ガイド研修；②12 月 18

日の紀美野町中田地区のマルシェ運営補助であった。 

 

3．活動を通じて 

参加学生はオンライン会議を通じて、小川 LIP に

関する様々なことを積極的に取り組んできた。また、

フィールドワークを通して、紀美野役場の方や地域

おこし協力隊の方々とも仲良くなることができた。

更に、それらの活動を読売新聞に掲載することがで

きた。 

 

和歌山県海草郡紀美野町 

地区×学生による観光・文化・交流情報発信と 
棚田の再生 
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4．成果物（ポスター） 
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【地域の基礎データ】 

人口：26,027 人（令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：34.5％（令和 3 年 1 月 1 日現在） 

産業：農業（みかん）、漁業（太刀魚）、工業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：8 名（1 回生：2 名、2 回生：4 名、 

3 回生：1 名、4 回生：1 名） 

活動期間：平成 29 年 6 月～ 

担当教員：永瀬節治 

 

1．活動実施の経緯 

 有田市箕島地区では、平成 29 年度より有田市社会福祉協議会や箕島地区の地域活動団体

である「ワンハート」と連携しながら、多世代交流を通じた地域活性化に向けた活動に取り

組んでいる。令和 2 年度からはコロナ禍により現地での活動が制約される中で、地域の子

供たちから大人までが交流できるような企画としてオンライン音楽会に取り組むなど、内

容を工夫しながら実施できる活動を進めてきた。 
 

2．活動の内容 

前期には、昨年度に学生たちが提案し、ワンハートとともに取り組んできた折り鶴モザイ

クアートの制作を進め、完成した作品は 7 月に有田市立病院に設置することができた。 

 加えて、社会福祉協議会との連携により、第３次有田市地域福祉活動計画の策定に向けて

課題や取り組みを共有するための「まちづくりワークショップ」の運営に関わった。コロナ

禍の影響によりオンラインでの開催となったが、9 月と 10 月の 2 日間行われ、当日は地元

の中学生から高齢の方まで 15 名が参加した。学生たちは事前に行政計画等を読み込んで把

握した地域課題の発表や、冒頭のアイスブレイク、参加者の意見の記録などを担当した。 

 ２月上旬には、市内の高校生や地域の取り組みと LIP の活動について共有しながら交流

を図る「異世代活動報告会」がオンラインで開催（収録）され、学生たちは LIP の活動報告

に加え、全体の司会も担当した。動画は社会福祉協議会の Web サイトで公開されている。 

 

3．活動を通じて 

まちづくりワークショップを終えた学生たちは、その経験も踏まえながら、今後３年間の

箕島 LIP のアクションプランを自主的に検討し、地域での交流促進を図るための具体的な

目標を設定した。来年度も同プランに基づき、引き続きワンハートや社会福祉協議会等の地

域の方々と連携しながら、多世代交流を推進するための実践活動を進める予定である。 

和歌山県有田市 

箕島で暮らす多世代の住民による魅力再発見 / 
子どもまちづくりワークショップ 
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4．成果物（ポスター） 
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【地域の基礎データ】 

人口：26,027 人（令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：34.5％（令和 3 年 1 月 1 日現在） 

産業：農業（みかん）、漁業（太刀魚）、工業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：15 名（1 回生：3 名、2 回生：6 名、3 回生：6 名） 

活動期間：令和 2 年６月～ 

担当教員：藤田武弘 

 

1．活動実施の経緯 

 有田市では地域住民や一般企業などと協働して有田みかんの更なるブランド化や販路開

拓支援、ふるさと納税を活用した PR など、みかん産業支援を積極的に実施している。そこ

で、これまで実施してきた取り組みを踏まえた新たなチャレンジとして、毎年みかん収穫前

にみかんの大きさを揃えるために成りすぎた果実を減らす作業（摘果作業）によって捨てら

れている「青みかん（摘果みかん）」の価値向上に取り組むことを LIP の活動目的とした。

また、令和 2 年 3 月に有田市宮原町の旧駐在所をリノベーションして誕生した地域交流拠

点「宮原さん家(ち)」を活動拠点とし、その活用に関しても検討することとなった。 
 

2．活動の内容 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、オンラインと現地訪問を上手く活用し、以下の

活動を行った。また、地域の課題・学生のニーズを受け、商品開発班・レシピ作成班・イベ

ント企画班・広報班に分かれて積極的な活動を行った。 

 ・クラウドファンディングによる活動資金の調達を行った 

 ・地域からのアドバイスを受けて青みかんのレシピ・新規商品開発を行った 

 ・地元小学校で地域資源活用に関する食育授業を行った（地域での活動可視化に貢献） 

 ・他大学等との連携イベントに参加し、活動の普及啓発と交流ネットワーク機会を得た 
 

3．活動を通じて 

 新型コロナウイルス感染症の影響を受け、本来予定していた活動が出来なかった中で、オ

ンラインを活用し可能な限りの活動が展開された。また、資金調達や食育を通じた活動の可

視化など、プロジェクトが「社会実装化」していく様に関わったことで、より大きな学びを

得て、メンバーの成長に繋がったと考える。更なる取り組みの展開に期待したい。 

 

和歌山県有田市 

青みかん（摘果みかん）の価値を上げる 
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4．成果物（ポスター） 
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【地域の基礎データ】 

人口：6,705 人（令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：34.2％（令和 3 年 1 月 1 日現在） 

産業：農林業、漁業、製造業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：17 名（1 回生：5 名、2 回生：7 名、 

3 回生：4 名、4 回生：1 名） 

活動期間：平成 26 年 6 月～令和 4 年 1 月 

担当教員：永瀬節治 

 

1．活動実施の経緯 

 本 LIP では、広川町津木地区の活性化に取り組む津木地区寄合会（以下、寄合会）の活動

を平成 26 年度より支援している。これまでに、寄合会の活動拠点である「ツーギー谷のお

花畑」（以下、お花畑）におけるイベントの企画運営や、地域内外の出店イベントでの加工

品の販売、「稲むらの火」の舞台である広地区での活動等を寄合会と連携し実践してきた。 

 

2．活動の内容 

 今年度もリニューアルされたお花畑の活用を中心とした活動を計画していたが、コロナ

禍に伴い諸条件が十分に整わず、オンラインでの意見交換以外に、津木地域での活動を行う

ことができなかった。一方で、10 月には和歌山市駅近くの紀の川河川敷での社会実験「夕

暮れのシエキノカワでピクニック。」に参加し、津木地域の薬草茶や露茜ジャムなどの特産

品販売、子供たちを対象とした体験ワークショップを行ったほか、11 月には広川町広地区

と湯浅町の現地訪問を行い、同時期に開催されていた「エモい町 湯浅広川フォトコンテス

ト」に参加した。コンテストでは学生たちが撮影した写真が優秀賞を受賞することができた。 

 

3．活動を通じて 

 今年度はプログラムの最終年度となったが、上述の通り津木地区での活動を実施するこ

とができなかった。寄合会をはじめとする地域の方々との実質的な交流の機会も設けるこ

とができず、この点は非常に心残りな点である。一方で、広川町 LIP は 2014 年度より活動

を継続しており、地域と学生との協働関係を築いていることから、来年度以降は学生主導

LPP として再スタートする方向で検討を進める予定である。 

和歌山県有田郡広川町 

ツーギー谷のお花畑の活用を通した 
津木地域の活性化を考える 
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4．成果物（ポスター） 
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【地域の基礎データ】 

人口：6,673 人（令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：36.9％（令和 3 年 1 月 1 日現在） 

産業：漁業、農業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：9 名（1 回生：9 名） 

活動期間：令和 2 年 5 月～ 

担当教員：東 悦子 

 

1．活動実施の経緯 

 2021 年度は「アメリカ村の観光コンテンツの発掘及び情報発信」というテーマのもとに、

2020 年度に引き続き、美浜町で活動を実施した。 

2．活動の内容 

美浜町の基本情報やカナダへ移民を輩出した歴的的背景などから学び始めた。その後、本

年度のテーマを踏まえ、「コンテンツ班」と「ＳＮＳ班」に分かれ、自主的に活動を重ねた。

美浜町役場の方々ともミーティングを行い、LIP 学外研修ガイドラインを遵守し、少人数で

の現地訪問も実施した。また、同町で活動している京都外国語大学ともオンラインによる交

流授業を実施し、互いの活動内容を発表した。今年度の総括として、コンテンツ班は、次年

度に日御碕灯台の開放日にマルシェを開催することを目標とした。ＳＮＳ班は、インスタグ

ラムで美浜町を紹介し、英語も使用することで海外の人々への発信にもつながったが、今後

は具体的な数値目標を定めて、さらなるフォローワー数の獲得を目標とした。 

□ 美浜町とオンラインミーティング：2021年7月2日・12月23日・2022年1月11日 

□ 現地訪問：9月27日・12月2日・1月15日 

□ 京都外国語大学学生との交流授業：12月21日 

□ 取材（学生の活動が紹介される）：2022年1月19日「紀州新聞」・2月11日「日高新報」 

3．活動を通じて 

 全員が 1 年生という新メンバーで活動を開始した。当初は担当教員が主導したが、その

後、班による自主的な活動が重ねられた。本年度もコロナ感染症の影響を受けたが、オンラ

インと対面の活動を組み合わせつつ、次年度につながる活動を展開し、学生の成長ぶりがう

かがた。最後に、本活動を支えてくださった美浜町役場の田中敦之氏、山八加奈氏、カナダ

ミュージアム館長の三尾たかえ氏に深謝いたします。 

和歌山県日高郡美浜町 

アメリカ村の観光コンテンツの発掘及び情報発信 
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4．成果物（ポスター） 
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【地域の基礎データ】 

人口：68,844 人（令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：33.2％（令和 3 年 1 月 1 日現在） 

産業：農林業、漁業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：3 名（1 回生：2 名、3 回生：1 名） 

活動期間：令和 3 年 5 月～ 

担当教員：大浦由美 

 

1．活動実施の経緯 

田辺市龍神村地域は，和歌山県下でも有数の林業地として知られているが，田辺市との

合併以降，人口流出が続いており，高齢化も進行している。本地域の維持・発展のために

は，地域随一の資源である森林資源の活用は不可欠である。そこで，林業だけでなく，よ

り多様な林産物や森林空間の活用等を含めて現場に学び，「森林・林業を活かした地域将

来ビジョン」の作成とその実現方策の検討・提案を目指して活動を開始した。 

2．活動の内容 

(1) 林業・特用林産物に関する事前学習（8/27・ハイブリッド開催） 

・和歌山県および龍神村の森林・林業・木材産業（県庁林業振興課・大澤一岳氏） 

・和歌山県の特用林産物（県林業試験場・坂口和昭氏） 

(2) 現地視察およびヒアリング（12/4～5，11） 

・木材生産の流れを知る：龍神村森林組合→原木市場→製材所→木質バイオマスボイラー 

・林業を知る（龍神村）：安全対策とチェンソー基礎講座，間伐見学，植林地見学 

・特用林産物を知る：シイタケ原木栽培（伊藤泰造氏）→シイタケ菌床栽培（龍神マッシ

ュ）→花木栽培（森林工房・大江俊平氏） 

(3) 資源地図の作成（1/9）＊次頁参照 

(4) 現地報告会（2/20・オンライン開催） 

3．活動を通じて 

当初の計画では，資源地図を踏まえて地元関係者とのワークショップを行い，地域将来ビ

ジョンの作成を目標としていたが，今年度は到達できなかった。次年度は，「龍の里づくり

委員会」の取り組みなど，より幅広い地域づくり活動にも視野を広げ，ビジョンづくりに繋

げたい。 

和歌山県田辺市龍神村地域 

「林業×地域」の再発見： 
森林・林業を活かした地域将来ビジョンづくり 
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4．成果物（ポスター） 
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【地域の基礎データ】 

人口：13,896 人（令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：42.5％（令和 3 年 1 月 1 日現在） 

産業：林業、水産業、観光業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：1 名（3 回生：1 名） 

活動期間：平成 28 年６月～ 

担当教員：八島雄士 

 

1．活動実施の経緯 

色川ならではの行事や風習への参加を通し、学生の知見を深めることを中心に活動し，実

施報告会など地域住民と交流する機会を設け、住民の「鏡効果」醸成にも寄与しています。 

2．活動の内容 

色川地区は、早くから移住者を受け入れてきた地域として有名ですが、訪問する小阪区は、

比較的移住者は少なく、昔からの地域行事や風習が残っています。棚田や茶畑が地域資源と

して知られています。そんな色川地区で、地域の現状や地域文化に根差した価値観や人生観、

生き方にじっくりと触れ、色川でしか得ることの出来ない学びを行いました。2021 年度の

活動はコロナ禍で活動が制限されるなか、オンラインで移住者における地域への結びつき

や地域活動の実態を知るワークショップ、色川を中心とする地域交流の一つとして地場産

品を使用したクラフトビールプロジェクトに関わりました。 

3．活動を通じて 

 コロナ禍で、地域活動が十分にできないなかで、オンラインで代替できないこともありま

すが、地域住民との交流など、地域を訪れなくとも経験できる学びもあると気づきました。 

「移住者にインタビューを行い、複雑な地域における活動の見える化をする」というオンラ

インワークショップでは、地域住人として携わる活動は想像よりも複雑であることが分か

りました。また、地場産品を使用したクラフトビール企画にスタッフとして関わり、色川地

区内外の多くの方に価値や魅力を伝えることができました。今後は、実際の地域課題に対し

て、コロナ禍であっても現地活動を軸に、補完的にオンラインを活用し、地方だからこそで

きる活動として、学生と地域住民との関係性を築くことを続けていきます。 

和歌山県東牟婁郡那智勝浦町 

地域の文化や風習の体験から地域住民と触れ合い、 

地域・自分・社会のより良いあり方・つながり方を考える。 

興味関心に応じた地域のプログラムを通じて知見を深め、 

今後に繋がる価値の創出をめざす。 
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4．成果物（ポスター） 
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【地域の基礎データ】 

人口：26,759 人（令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：37.5％（令和 3 年 1 月 1 日現在） 

産業：製材業、製紙業、漁業、林業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：9 名（1 回生：5 名、2 回生：3 名、3 回生：1 名） 

活動期間：令和 2 年６月～令和 4 年 1 月 

担当教員：尾久土正己 

 

1．活動実施の経緯 

 新宮市は和歌山県南東部に位置し，熊野三山の一つ「熊野速玉大社」が鎮座するまちとし

て栄えてきた。高田区は新宮市中心部より西側に位置し，かつては高田村として発展してき

た地域である。この高田区について，地域の魅力ある観光資源が存在しているにも関わらず，

若年層を中心に十分な誘客ができていない状況にあり，これらの地域における誘客は新宮

市の観光において重要となる。そこで，実際に現地での交流や地域の観光資源の体験を通し

て，様々な観光事情や魅力を知ってもらうこと，それについて広く発信できる力を身につけ

てもらうことを目的とし，学生主体での新鮮な観光モデルコースの造成を行うこととした。 

2．活動の内容 

 2021 年度は，コロナウイルス感染症のために現地研修ができず，オンラインでの交流だ

け終わってしまったが，今年度は 10 月と 1 月に 1 泊 2 日の現地研修を 2 回実施することが

できた（1 月は人数を 2 人に絞って実施）。10 月の現地研修後は，新宮市役所商工観光課の

担当者と zoom を使い，週 1 回の頻度でミーティングを重ね，目標であるモデルコース案

を 2 コース造成することができた。出来上がったコース案の確認のために 1 月下旬に 2 回

目の現地研修を行い，完成させたのが右ページのモデルコースである。 

3．活動を通じて 

「これまで学んできた経営的観点や地域活性化についての知識と，現実の問題を照らし合

わせながら実践的な学習をすることができた」（2 回生）など，学部での講義科目で得た知

見を現場で活用することができたと多くの学生が答えており，理論と実践，座学と実習の両

輪の必要性を改めて確認することができた。 

 

 

和歌山県新宮市 

新宮市高田区における観光モデルコースの造成 
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4．活動を通じて 
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【地域の基礎データ】 

人口：913,523 人（令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：32.8％（令和 3 年 1 月 1 日現在） 

産業：農林業、漁業、製造業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：7 名（1 回生：5 名、2 回生：1 名、3 回生：1 名） 

活動期間：令和 2 年６月～令和 4 年 1 月 

担当教員：加藤久美 

 

1．活動実施の経緯 

 和歌山県では、第３６回国民文化祭・わかやま２０２１と第２１回全国障害者芸術・文化

祭わかやま大会（「紀の国わかやま文化祭２０２１」）が令和３年１０月３０日から１１月２

１日までの２３日開催された。全国的な規模による発表、競演、そして障害のある人もない

人も共に参加し、交流の輪を広げる国内最大の文化の祭典として県では初めての開催とな

った。県内外から多くの参加があり見込まれたことから、全国に和歌山県の文化を発信し、

県民の文化力を向上させる機会となった。本事業は、学生が文化の魅力を発信することによ

り、本文化祭の認知度の向上と開催機運の醸成を図ることを目的としている。 
 

2．活動の内容 

 年度はじめの緊急事態宣言や課外活動自粛により規制期間もあったものの、６つの活動

を事前取材、２つのボランティア参加、また和歌山城ホールで開催された開会式にも参加し

した。これらの活動を文化祭 HP や公式 SNS 通じて発信することができた。 

 １）事前取材 6(白浜 T シャツアート展、太地町「海を越える紀州」など) 

 ２）ボランティア参加 2(加太カダハク、和歌山市太鼓の祭典) 

３）個人参加（吹奏楽の祭典、など） 
 

3．活動を通じて 

 紀の国わかやま文化祭を通して、音楽や美術、演劇、歴史など様々なジャンルの和歌山

の文化を知ったり、SNS での発信を通して多くの人に和歌山の魅力を発信したりすること

ができた。この LIP は今年度で終了するので、ここで得た経験を普段の学生生活や、他の

課外活動で活かしていきたい。  
 

和歌山県全域 

「紀の国わかやま文化祭２０２１」 
学生による文化の魅力発信 
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4．成果物（ポスター） 
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【地域の基礎データ】 

人口：52,294 人（令和 3 年 12 月末現在） 

高齢化率：33.5％（令和 3 年 12 月末現在） 

産業：紡績業、漁業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：4 名（1 回生：4 名） 

活動期間：令和 2 年６月～ 

担当教員：佐々木壮太郎 

 

1．活動実施の経緯 

 2018 年度から引き続きの活動である。昨年度から阪南市商工会が主体となって実施する

「はんなん古代米プロジェクト」の活動に参画し、今年度は古代米を使ったレシピ考案や

PR を中心とした活動内容となっている。 

2．活動の内容 

 「はんなん古代米プロジェクト」は、阪南市で古代米を栽培し、古代米を利用した商品を

市内企業が展開することによって、それらを地場産品として位置づけ、ブランド力の強化と

地域全体の活性化を目指す取り組みである。昨年度と同

様に、コロナ禍の影響で現地での学生の活動が制約され

る中、テレビ会議への参加のほか、古代米（黒米）を用

いたオリジナルレシピを考案し、それらを Instagram を

用いて情報発信、自分たちでチラシを作成して産業フェ

アで PR を行なうなどといった活動に取り組んだ。 

3．活動を通じて 

 今年度もコロナ禍の収束を見通すことは困難であっ

たが、阪南市の産業フェアへ参加するなど、わずかとは

いえ現地での活動も行なうことができた。地域連携によ

る活動の経験にあたっては、いろいろと反省することも

多かったと思われるが、これをひとつのきっかけとして

今後の学生生活に活かしていってほしい。 

 

大阪府阪南市 

古代米を活用した商品開発、PR に関して。 
「古代米をおいしく食べる」 
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4．成果物（ポスター） 
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【地域の基礎データ】 

人口：194,911 人（平成 27 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：25.8％（平成 27 年 10 月 1 日現在） 

産業：繊維業、製造業、農業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：8 名（1 回生：5 名、2 回生：3 名） 

活動期間：令和 3 年 5 月～ 

担当教員：竹林 明 

 

1．活動実施の経緯 

 岸和田市の臨海部は平成 31 年 4 月に「みなとオアシス岸和田」の登録を受け、さらなる

活性化を目指している。また昭和 28 年から続く「岸和田港まつり」が岸和田市の夏の風物

詩となっており、持続可能なイベントとして継承していくことを目標としている。こいした

なか「みなとオアシス岸和田運営協議会」や学生・地域の若年層の方々等とも連携した新た

な取り組みが企画された。新型コロナ禍下の新たな形式での実施方法を共に検討していく

なかで岸和田港まつりの企画運営などを通した持続可能なまちづくりについて協力してい

くこととなった。 

 

2．活動の内容 

本年度は「岸和田港振興協会 70 周年、市制 100 周年記念事業に向けた企画考案」、

「Instagram を用いた宣伝活動」(アカウント名「和歌山大学 岸和田港湾 LIP」)、「Sea 級

グルメの開発」、「和田 TV MODE 出演」などを実施した。思うように現場に出られない状況

ではあったが遠隔会議などを駆使して精力的に活動した。 

 

3．活動を通じて  

新型コロナウイルスの影響により活動に制限はあったものの、地域と関わることが初め

ての経験である 1 回生だけでなく、昨年度思うような活動が出来ずにいた 2 回生にとって

も、本活動は岸和田港湾エリアについて学び地域と関わる良い機会となった。学生間だけで

なく行政や漁協など地域の方々との連携活動によりチームワークを体感した。来年度以降

も岸和田市との関係を続けるとともに、地域課題について自発的に取り組んでいきたい。 

大阪府岸和田市 

港湾エリアにおける持続可能なまちづくり 
（岸和田港まつりの企画・運営） 
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4．成果物（ポスター）  
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【地域の基礎データ】 

人口： 194,911 人（平成 27 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：25.8％（平成 27 年 10 月 1 日現在） 

産業：繊維業、製造業、農業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：4 名（1 回生：3 名、2 回生：1 名） 

活動期間：令和 3 年 5 月～ 

担当教員：堀田祐三子 

 

1．活動実施の経緯 

岸和田市は大阪府下では、早くから景観行政に取り組み、歴史的な景観の保全や良好な景

観形成を推進してきた。2012 年から実施している「こころに残る景観資源発掘プロジェク

ト」では、市民が発掘した「景観資源」を審査して、「こころに残る景観資源」として指定

することを通じて、市民の景観意識の啓発を進めている。本 LIP では、このプロジェクトで

指定された景観資源について、市民の景観意識の向上を図ることに加え、地域の賑わいにつ

ながる利活用方法を検討・提案することを目的としている。 

 

2．活動の内容 

岸和田市の景観と観光に対する取り組みについての学び、観光資源および景観資源の現

地視察、景観資源を結ぶルート案の作成を行った。ルート案についての議論において、景観

資源に対して観光という観点からの再評価が必要であるとの認識を踏まえ、今年度の活動

後半にその評価の方法の検討と、事前評価を行った。 

 

3．活動を通じて 

初年度は、コロナ禍の影響もあり試行錯誤の活動であった。資源評価の材料と基準を整え、

引き続き評価作業を進め、利活用策の検討につなげていく必要がある。SNS といったツー

ルを利用した調査や、写真撮影および情報発信のセンスやスキルを活かして、資源利活用方

策の可能性を追究していくことになろう。また利活用を考えるうえで景観資源と周辺の地

域資源を結び付けていくことも今後の検討課題である。 

プログラムを進めていくなかで、参加学生の景観をみる眼と景観資源に対する理解を向

上させるとともに、地域へのコミットメントを高めることを期待したい。 

大阪府岸和田市 

景観資源活用による景観意識の向上と 
地域の賑わい・活性化への貢献 
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4．成果物（ポスター） 
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【地域の基礎データ】 

人口：194,911 人（平成 27 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：25.8％（平成 27 年 10 月 1 日現在） 

産業：繊維業、製造業、農業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：7 名（1 回生：2 名、2 回生：4 名、3 回生：1 名） 

活動期間：令和 3 年 5 月～ 

担当教員：竹林浩志 

 

1．活動実施の経緯 

岸和田市の丘陵地区に位置する「ゆめみヶ丘岸和田」では、都市・農・自然が融合した新

しいまちづくりが進められており、その中で岸和田市とアドベンチャーワールドとの間で

「SDGs パートナーシップ協定」を締結し、さまざまな取り組みを展開していく予定となっ

ており、現在は「パンダとともに未来を創るプロジェクト」と題して、ゆめみヶ丘岸和田の

広大な放置竹林から竹の枝葉をパンダの飼料として提供し、残った竹幹部分を加工して竹

の工芸品等、里山再生と資源循環を促す取り組み等を開始している。 

そこで、2021 年度は、地域資源を用いた観光 PR や、ゆめみヶ丘岸和田に立ち寄ってア

ドベンチャーワールドに行くような観光コースの発掘等、地域の活動に参加しながらアフ

ターコロナをいかに乗り越えていくかを模索することを目的にして活動をはじめた。 

2．活動の内容 

そもそも「ゆめみヶ丘岸和田」とアドベンチャーワールドのそれぞれの現状および考えら

れている方向性を理解するために、現地を訪問し、岸和田においては、当地の現状や活動の

実態を理解するために聞き取りを行い、アドベンチャーワールドも訪問し、運営会社である

株式会社アワーズの事業内容・企業目的などの聞き取りを行った。 

そこで得た知識を深めるための調査を予定していたが、コロナ蔓延のため、そこまでに得

た知見をもとに、オンライン・対面の会議等で現状考えうる方策・方向性を検討した。 

3．活動を通じて 

結果としては、当初想定していたレベルまでは活動はできなかったが、当活動は次年度

も継続される予定であるので、次年度の活動のベースとなる「まとめ」は作成できたと考

えている。次年度は、さらに進んだ考えを提案できるところまで活動を進めたい。 

大阪府岸和田市 

岸和田市とアドベンチャーワールドが創る 
未来の Smile とは 
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4．成果物（ポスター） 
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（申請タイプ） 

 

【地域の基礎データ】 

人口：25,080 人（令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：31.9％（令和 3 年 1 月 1 日現在） 

産業：農業（みかん、山椒、花き）、林業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：32 名（1 回生：8 名、2 回生：6 名、 

3 回生：10 名、4 回生：8 名） 

活動期間：平成 23 年 7 月～ 

担当教員：大浦由美 

 

1．活動実施の経緯 

有田川町での第 19 回全国棚田（千枚田）サミット（2013 年度）

開催決定をきっかけに，2010 年に県が企画した「棚田モニターツ

アー」に当時の観光学部生約 20 名が参加した。地域の農業者の

高齢化とともに耕作放棄地が増加する当地の現状を目の当たり

にして，学生側から「棚田保全ボランティア」のアイデアが出さ

れたことをきっかけに，学内で棚田保全ボランティアへの参加者

を募り，「棚田ふぁむ」を結成。2011 年 7 月から活動を開始した。 
 

2．活動の内容 

今年度もコロナ禍の影響を受け，現地活動は「山椒収穫支援」と「稲刈り」の 2 回となっ

た。その他の活動は以下の通りである。 

・ 定期的なミーティングの開催：学生リーダーを中心として定期的に全体ミーティングを

実施し，活動に関する意見交換や議論の他，棚田に関するミニ学習会を開催した。 

・ メンバー紹介および活動報告誌の作成  

・ 活動に関するワークショップの開催：コロナ禍が 2 年に及ぶなかで，現地にほとんど行

くことができず，学生にとって活動の意義を見出し難い日々が続いた。そこで，活動開

始時から現在までの活動を振り返り，今後の活動の方向性を考えるワークショップを開

催した。 
 

3．活動を通じて 

コロナ禍が長期化するなかで，これまでの活動形態の見直しを余儀なくされている。現地

関係者および行政との議論を重ね，地域にとってよりよい活動を共に模索していきたい。 

和歌山県有田郡有田川町 

学生との協働による棚田保全・集落支援活動 
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4．成果物（ポスター） 
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（申請タイプ） 

 

 

【地域の基礎データ】 

人口：130,915 人（胆江地方／令和２年 3 月末現在） 

68,844 人（田辺市／令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：31.9％（胆江地方／平成 27 年 1 月 1 日現在） 

33.2％（田辺市／令和 3 年 1 月 1 日現在） 

産業：農業（稲作、畜産） など（胆江地方） 

農業、漁業、林業 など（田辺市） 

【活動の基本情報】 

参加学生数：21 名（1 回生：2 名、2 回生：8 名、 

3 回生：8 名、4 回生：3 名） 

活動期間：平成 26 年 6 月～ 

担当教員：藤田武弘 

 

1．活動実施の経緯 

 「農村ワーキングホリデー」は、農業や農村に関心をもつ都市住民が、繁忙期の農作業を
無償で手伝う代わりに農家から寝食の提供を受けるというもので、参加者と農家との深い
交流を特徴とする“日本型グリーン・ツーリズム”のなかでも、最も「鏡効果（他者との交流
を通じてみた日常生活に潜む価値への気づき等）」の高い取り組みである。学生を参加者と
する域学連携型の農村ワーキングホリデーは、次世代の若者たちが、農業・農村が直面する
地域課題を当事者意識をもって理解する機会を提供するとともに、多世代間の交流による
「鏡効果」により地域のコミュニティが活性化するなどの変化が期待されている。 

2．活動の内容 

 今年度、岩手プログラムについては、当初段階から現地での活動実施やセミナー開催等の
通常行事を見送ったために、ほとんど活動はできなかった。 

ただし、和歌山プログラム（田辺市）については、事前学習会の開催（オンライン）に加
えて、昨年度に引き続き現地でのみかんの収穫作業時期に合わせて、宿泊施設から各農園に
通い作業に赴く形での「泊業分離型」のワーキングホリデーを学部の LIP 活動ガイドライ
ンに準拠した形で実施した（2 泊 3 日）。 

3．活動を通じて 

 昨年度に引き続いて、コロナ禍のもとでの実施により通常の対面による活動ができなか
った（または、「泊業分離」のため農家との交流が極めて限定された）ことから、通常期待
される交流による「鏡効果」の検証作業を行うことは難しかった。ただし、昨年度からの連
続参加者も半数程度含まれていたことから、限られた意見交換等の機会ではあったものの、
貴重な交流機会となったと考えられる。オンラインでの活動は、事前・事後学習の機会とし
ては有効であり、対面活動復活後のハイブリッド型の取り組みにも活かせる成果を得たと
考えている。 

 

岩手県胆江地方および和歌山県 

農村ワーキングホリデーを活用した都市農村交流の
「鏡効果」と農村再生手法としての可能性の検証 
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4．成果物（ポスター） 
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（申請タイプ） 

 

 

【地域の基礎データ】 

人口：99,937 人（津山市／令和２年 10 月１日現在） 

51,556 人（坂出市／令和 3 年 10 月 1 日現在） 

高齢化率：31.1％（津山市／令和２年 10 月１日現在） 

35.1％（坂出市／令和 3 年 10 月 1 日現在） 

産業：製造業 など（津山市） 

製造業 など（坂出市） 

【活動の基本情報】 

参加学生数：16 名（1 回生：7 名、2 回生：5 名、3 回生：4 名） 

活動期間：令和 3 年 7 月～ 

担当教員：木川剛志 

 

1．活動実施の経緯 

 JR 西日本と JR 四国、瀬戸内地域の自治体と大学が協力して行う産官学提携事業「瀬戸内

カレッジ」に参加しました。各地域の課題を踏まえて、若者視点を活用した地域活性化、旅

行需要の喚起、学生の成長機会の創出を目指すプロジェクトです。和歌山大学が担当した市

町村は、香川県坂出市と岡山県津山市です。  

2．活動の内容 

 参加学生は香川県坂出市と岡山県津山市の二つの班に分かれました。津山班は 9 月 21 日

から 23 日、坂出班は 11 月 22～23 日に現地実習を行いました。そして他大学と合同でオン

ラインで 7 月 10 日にキックオフミーティング、10 月 24 日に中間発表会、12 月 10 日に最

終発表会を行いました。本来は坂出班も 9 月の現地実習の予定でしたが、新型コロナウイ

ルスの拡大による緊急事態宣言があり延期。実習は難航しました。 

3．活動を通じて 

 津山班は歴史溢れる城下町で、現地実習では伝統工芸品や津山ならでは食材の可能性を

学びました。その上で、提案する旅ではターゲットをあえて”学生”とし、一歩踏み込んだ「大

人旅」と「スローツーリズム」を提案しました。坂出班は、特に離島の魅力を学び、それを

踏まえて新たな坂出ブランドの構築をテーマに提案しました。核家族化が進み、故郷を持た

ない新しい世代にとって魅力的な”故郷”となれるためにどうすべきか。“第２の故郷を探す

旅”を提案しました。 

 賞を取ることはできませんでしたが、豊かな学びがありました。 

 

岡山県津山市および香川県坂出市 

瀬戸内カレッジ 2021 
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4．成果物（ポスター） 
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３．参考資料 

 

１）LIP の沿革 

 

■2008～10 年度（平成 20～22 年度） 

地域インターンシッププログラム（通称 LIP ※2012 年度に改称）は、2008 年観光学部

の設置とともにスタート。観光学部より和歌山県下の自治体への協力要請を行い、各教員

が担当する自治体との協議を重ね、早いプログラムでは 2008 年度中に、遅いものでも

2009 年度中にはプログラムの実施に至った。 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）： 

6 件／42 名（2008）、8 件／46 名（2009）、3 件／18 名（2010） 

 

■2011 年度（平成 23 年度） 

・地域連携担当の配置 

・地域インターンシップ実施要項の整備 

◇地域（自治体）からプログラム内容について提案を受け付ける「地域提案型」と教員

の地域との共同研究をベースとした「申請型」の 2 つのプログラムを設定。 

◇主要な活動対象エリアを、和歌山県内に加えて大阪南部の自治体（岬町、阪南市、泉

南市、田尻町、泉佐野市、熊取町、貝塚市、岸和田市）にまで拡大。 

・地域提案募集：5 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：4 件／24 名 

 

■2012 年度（平成 24 年度） 

・名称変更：RIP から LIP へ改称 

・実施要項の改訂 

◇申請型については、主たる活動エリアを和歌山県内と大阪南部以外でも可とした。 

・地域提案募集：5 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：11 件／80 名 

 

■2013 年度（平成 25 年度） 

・地域連携の所管が観光教育研究センター（現：観光実践教育サポートオフィス）となり、

担当者を配置。 

・LIP の制度改善を図るため、活動実績のある自治体の担当者にヒアリング調査を実施。 

・LIP の認知度や参加意識を明らかにするため、学生対象のアンケート調査を実施。 

・地域提案型プログラムの質向上のため、活動実績のある自治体や和歌山市周辺の自治体

を廻り、LIP の評価の聞き取りや新制度についての周知活動を実施。 

・地域提案募集：4 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：5 件／73 名 
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■2014 年度（平成 26 年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2014 年度活動の報告書を作成（以後継続して作成）。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：10 件／139 名 

 

■2015 年度（平成 27 年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2015 年度活動の報告書を作成。なお、報告書には、2008

～2015 年度までの LIP に関するデータを所収（以後継続して所収）。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：15 件／191 名 

 

■2016 年度（平成 28 年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2016 年度活動の報告書を作成。 

・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後

のアンケート調査を実施（以後継続して実施）。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：21 件／227 名 

 

■2017 年度（平成 29 年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2017 年度活動の報告書を作成。 

・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後

のアンケート調査を実施。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：19 件／217 名 

 

■2018 年度（平成 30 年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2018 年度活動の報告書を作成。 

・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後

のアンケート調査を実施。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：13 件／190 名 

 

■2019 年度（令和元年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2019 年度活動の報告書を作成。 

・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後

のアンケート調査を実施。 

・LIP の質的向上、学びの深化、広い活動発信を目的に「LIP 合同活動報告会」を実施。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：14 件／194 名 

 

 



58 

 

■2020 年度（令和２年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2020 年度活動の報告書を作成。 

・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後

のアンケート調査を実施。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 3 月に送付 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：16 件／209 名 

 

■2021 年度（令和３年度） 

・LIP 周知活動の一環として、2021 年度活動の報告書を作成。 

・LIP への参加意識や活動から得られる学びを把握するべく、参加学生を対象に活動前後

のアンケート調査を実施。 

・LIP の質的向上、学びの深化、広い活動発信を目的に「LIP 合同活動報告会（オンライ

ン）」を実施。 

・地域提案募集：地域と大学間の事前協議期間を確保するため前年度 1 月に送付。活動内

容の質的向上のため、公募タイプのうち 2021 年度新規提案募集分から、地域側から事

前に担当教員の希望を受け付け、教員が承諾したものをプログラム化することとした

ため。 

・実施状況／参加学生数（延べ人数）：21 件／231 名 

・2022 年度（令和 4 年度）から、「地域連携プログラム（Local Partnership Program, 

LPP）」へと名称・枠組みを変更することとなり、制度設計の見直し・各所への通知な

どを実施。 

 

２）これまでの LIP 活動地域と活動テーマ一覧 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

和歌山市 

2009 四季の郷公園周辺調査等 

2010 
四季の郷公園と周辺農地を利用した農業観光の振興、および中心市

街地との連携による活性化調査 

2011 お城を中心としたまちなか回遊性の創出 

2014 和歌山市民の森づくり事業 

2015･16 
和歌山公園動物園（通称：お城の動物園）の環境エンリッチメント

を通じた観光活用 

2016 

地域資源を活用した、見どころマップの作成とまちあるきの実施（山

東地域） 

名勝「和歌の浦」の魅力発信 

和歌山市立伏虎中学校の閉校記念誌づくり 

2016･17 
観光資源を活用した観光振興の体験と調査・研究（和歌山城におけ

るおもてなし忍者による観光振興を通じて） 

2017 
和歌山公園動物園（通称：お城の動物園）の地域資源としての観光

活用～和歌山公園動物園の今後とリニューアルの検討～ 

2021 加太・磯の浦エリアにおける観光映像を活用した地域振興 
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市町村名 活動年度 活動テーマ 

岩出市 

2015 観光地の活性化と情報発信 

2018 
SNS を利用した地域資源再発見と訪れてみたくなるコンテンツ作

り 

2019 ねごろ歴史の丘巡りスタンプラリー帳作成 

2020-21 道の駅「ねごろ歴史の丘」利用者調査及び利用促進企画 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

紀の川市 

2009 青洲の里施設内で実習および農家民泊体験、地域住民との意見交換 

2010 「細野渓流キャンプ場」集客向上と地域活性化の検討 

2011 細野渓流キャンプ場を起点とした地域活性化 

2012-16 紀の川市地域活性化 

2018-21 紀の川スイーツの開発 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

かつらぎ町 

2008 花園ふるさとセンターの有効活用に関する調査研究 

2012 
かつらぎ町日帰りプランの作成 

都市近郊中山間地域における交流型農業への展開可能性を探る 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

橋本市 2009 青年の家やどりの運営体験およびリニューアルプランの検討 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

海南市 2020-21 交流・ 関係人口増を目指したエリア体験型観光コンテンツ開発 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

紀美野町 

2014 地域活性化にむけた調査研究（現地ヒアリング） 

2015-17 

地区×学生による継続可能な地域活性化にむけた寄り添い型支援体

制の構築と観光・交流情報発信 

世代間交流を推進する地域拠点の企画・運営（認知症カフェでの実

践を通じて） 

2018 
地区×学生による知られざる歴史掘り起こしと観光・文化・交流情

報発信 

2018･19 
世代間交流を推進する地域拠点の企画・運営（コミュニティカフェ

等での実践を通じて） 

2019-21 地区×学生による観光・文化・交流情報発信と棚田の再生 

2020-21 きみのげんきマップの作成 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

有田市 2013 みかん産地の農家の今後を考える（有田地域みかん農家経営継続課
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題調査） 

有田地域における魅力的な居住環境を考える（有田地域の居住地選

定要因に関する調査） 

2014 
地元小学生が見つけた地域の資源に対する傾向・特性調査とその活

用提案 

2016 
魅力ある図書館づくり―新図書館開館にむけてー 

空き家活用による地域活性化プロジェクト 

2017 市民が集う市民会館づくり―新市民会館開館にむけて― 

2017-18 地域で働く人の魅力を子どもたちに伝える 

2019 箕島の魅力発信 

2020-21 
箕島で暮らす多世代の住民による魅力再発見 

青みかん（摘果みかん）の価値を上げる 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

有田川町 

2008･09 
観光スポット調査（鉄道フロムナード、あらぎ島・清水温泉周辺）、

および各種施設における就業体験 

2010 
観光スポット調査（観光ブドウ園ほか）、および各種施設における就

業体験と町内宿泊施設におけるモニター宿泊 

2011 
観光スポット調査、および各種施設（鶏卵牧場ほか）における就業

体験と町内宿泊施設におけるモニター宿泊 

2012･13 学生との協働による棚田保全活動体制の構築に関する基礎調査 

2014 しみず体験・学習プログラムの開発 

2014-18 学生との協働による継続的な棚田保全活動体制の構築 

2019-21 学生との協働による継続的な棚田保全活動（棚田ふぁむ）   
 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

湯浅町 2009 

町内主要施設の視察と集客イベントへの活用法の検討、および有力

事業者への観光誘客に関わる聞き取り、イベントにおける JAZZ バ

ンド演奏会の開催 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

広川町 
2014-19 

津木地区寄合会の運営、特産品開発、情報発信、イベントを共に考

える 

2020-21 ツーギー谷のお花畑の活用を通した津木地域の活性化を考える 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

由良町 2014 観光地の新たな魅力発見 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

日高町 2016･17 
地域資源の自慢を後世に引き継ぐと共に経済効果のある参加型イベ

ントの企画立案を共に考える 
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市町村名 活動年度 活動テーマ 

日高川町 

2008 小学生の農村生活体験実習受入のための基礎調査 

2009 
子ども農山漁村交流プロジェクト推進のための学生サポーターおよ

び課題発見 

2012 
日高川町における祭事を中心とした伝統文化と地域活性化について

の調査 

2017-19 体験教育旅行＆夏学習～都会と大自然の出会い（かつらぎ町も含む） 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

美浜町 

2017 日の岬・アメリカ村の歴史的資源等を活用した観光とふるさと教育 

2019 カナダミュージアムにおけるミュージアム機能の強化 

2020-21 アメリカ村の観光コンテンツの発掘及び情報発信 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

みなべ町 2012 みなべ町の新たな魅力発掘・発信事業（みなべ観光協会事業） 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

田辺市 

2008 
秋津野ガルデン附設レストラン「みかん畑」利用客の観光行動アン

ケート調査、及び田辺市広域市町村圏の関係者との意見交換 

2009 農山村における UJI ターン者と地元住民との連携 

2012 和歌山県版・農山村ワーキングホリデーのシステム構築 

2017 ほっとスポット温川プロジェクト 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

上富田町 

2008 観光資源調査と地域の農・商・工関係者との意見交換会 

2017 地域資源を活用した“おどろきと感動”の地域づくり 

2018･19 笑顔が広がる美しい里づくり 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

すさみ町 2008 各種体験観光施設の調査と関係者への聞き取り 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

串本町 2017 マグロ料理で観光ＰＲ 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

那智勝浦町 

2016-18 
地域の文化や風習、そこで暮らす人々と直にふれあいながら、これ

からの地域・自分・社会のあり方・つながり方を考える 

2019 

地域の文化や風習の体験、獣害対策、農作業、冊子作りを通じて地

域の方々と触れ合い、地域・自分・社会のあり方・つながり方を考

える 
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2020-21 

地域の文化や風習の体験を通じて、地域住民と触れ合い、地域・自

分・社会のより良いあり方・つながり方を考える。（興味関心に応

じて）地域をフィールドにそれぞれの知見を深め、価値を創出して

いく。 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

新宮市 2020-21 新宮市高田区における観光モデルコースの造成 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

太地町 
2009 移民関連勉強会、および地域住民、町職員との意見交換 

2012 地域資源として移民輩出の歴史を活かした観光の活性化を考える 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

岬町 

2012 「道の駅」建設に伴う検討委員会 

2015 
マップを手にウォーキングをしたくなる気持ちを沸き立たせる

「まち歩きマップ」の作成 

2016 岬フィールドミュージアム構想 

2017 着地型観光による地域活性化の取り組み 

阪南市 

2016 産業観光ワークショップ HANNAN OSAKA cotton project 

2018･19 
地方創生にかかる地場産物商品に関する調査・研究、デザイン考案

等 

2020-21 
古代米を活用した商品開発、PR に関して。「古代米をおいしく食

べる」 

田尻町 2015 君が見つけるたじりの魅力―出会いと交流で創る健幸のまち― 

熊取町 

2015 第 4 回熊取ふれあい農業祭 

2016 第 5 回熊取ふれあい農業祭 

2017 第 6 回熊取ふれあい農業祭 

岸和田市 

2021 港湾エリアにおける持続可能なまちづくり 

2021 
景観資源活用による景観意識の向上と地域の賑わい・活性化への

貢献 

2021 岸田和市とアドベンチャーワールドが創る未来の smile とは 

 

 

市町村名 活動年度 活動テーマ 

岩手県奥州市 

および和歌山県 

2012 
故郷（ふるさと）への誇りを取り戻すためのグリーン・ツーリ

ズム 

2013 農村ワーキングホリデーを通じた農村再生の可能性を探る 

2014-21 
農村ワーキングホリデーを活用した都市農村交流の「鏡効果」

と農村再生手法としての可能性の検証 

北海道幕別町 2014･15 
地域の観光に係る調査研究（観光と地域のあり方についての

調査研究及び観光資源の掘り起こし等） 
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富山県南砺市 2015 五箇山における持続可能な観光の実現に向けた実証調査 

長野県飯田市 2015･16 道の駅遠山郷を核とした地域活性化 

宮崎県 2016 

みやざき観光コンベンション協会からの依頼に基づいた同県

「波旅宮崎」キャンペーンのより効果的な展開に対する提案、

提言作成 

山口県岩国市お

よび愛媛県新居

浜市 

2020 瀬戸内カレッジ 2020 

岡山県津山市お

よび香川県坂出

市 

2021 瀬戸内カレッジ 2021 

 

地域･団体名 活動年度 活動テーマ 

JA いずみの管内 2011･12 JA 直営型農産物直売所を拠点とした都市農村交流の推進 

わかやま産業振興

財団 
2015･16 

特産果樹がもたらす共創価値の創造（新たな健康・産業づく

り） 

公益社団法人日本

マスタ－ズ陸上競

技連合 

2017 

公益社団法人日本マスターズ陸上競技連合が主催する国際・

第 38 回全日本マスターズ陸上競技選手権大会においてスポ

ーツを通じて、地域の人びとや海外競技者との国際交流 

和歌山県 

2018 
「ねんりんピック紀の国わかやま 2019」、大会参加者に対す

る観光ツアーの開発（和歌山県全域） 

2019 
「ねんりんピック紀の国わかやま 2019」における、観光ツ

アー同行を通じた観光業務の実践（和歌山県全域） 

2020-21 
「紀の国わかやま文化祭２０２１」学生による文化の魅力発

信（和歌山県全域） 

2021 
「林業×地域」の再発見による地域将来ビジョン策定とシナ

リオプランニング（田辺市龍神村） 
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